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日本通信、SIMロック解除バースデー製品を新発売 
 

日本通信株式会社（以下、「日本通信」という）は、SIMの新製品「b-mobile Fair（ビーモバイル・フェア）」

を、４月15日（金）より新発売します。 
 
b-mobile Fairは、NTTドコモの3Gネットワークをフル活用することで、下り最大7.2Mbps、上り最大5.4Mbps
のネットワークを、1ギガバイト（GB）単位でご利用いただけるデータ通信専用SIMです。有効期限４ヶ月で

１GBを利用できるb-mobile Fair 1GBを9,800円（税込、日本通信ネット販売価格）でご購入いただき、その

後は1GBを8,350円でオンラインチャージして継続利用いただけます。 
 
平均的なスマートフォン・ユーザの場合、１ヶ月あたり概ね250MBのデータ量を想定し、b-mobile Fairの通

信料に換算すると、NTT ドコモの高速 3G ネットワークを１ヶ月あたり 2,087 円でご利用いただけることにな

ります。これを NTT ドコモの定額料金と比較すると、月々平均して 754MB を超えないユーザにとっては、

b-mobile Fairは大変お得な料金となります（詳細は、文末の「b-mobile Fairの料金に関するご参考」をご参照

ください）。 
b-mobile Fair をAndroid 端末でご利用のユーザは、専用のアプリ bCharge をインストールすることで、残量

の確認や継続利用するための1GBの追加購入も簡単に行えます。 
 
日本通信は、昨年の４月５日、日本で初めてのSIM製品、b-mobileSIM U300を発売しました。NTTドコモの

3G ネットワークを、300kbps 超の最高速度で提供することで、NTT ドコモより６割低い価格設定とし、スマ

ートフォン・ユーザを中心に高い評価をいただきました。昨年９月には、SIM フリーiPhone４用に、iPhone
を思いきり使いこなせるプラチナサービスを提供し、その他を含めて様々なSIM製品を投入してきました。 
 
この１年、お客様からいただいたご要望で一番大きかったのは、通信速度が速いSIMの提供です。日本通信は、

このご要望に応えるため、まずは携帯事業者が提供している通信サービスを研究するところから始めました。 
 
携帯事業者は、定額料金といわゆる二段階定額料金を提供しています。定額料金は使う月も使わない月も同額の

定額料金、二段階定額料金は、使わない月は数百円でそこから従量課金となり、一定量のところで上限の定額価

格となる仕組みです。携帯事業者によって多少のバラツキはありますが、１ヶ月あたり 15MB を超える使い方

であれば定額料金の方がお得になっています。ただし、１ヶ月に 15MB というのは、実質的にはほとんど使わ

ないことを前提としたデータ量のため、定額料金を選ぶ方が多いようです。 
 
一方で、携帯事業者のデータ通信ユーザの使い方を見ると、定額料金で提供しているため、ごく一部の超ヘビー

ユーザが過半のネットワークを使用している状況となっています。事業者によっては、５％のユーザが 60%の

トラフィックを占めていると言われています。このことは、言い換えると、定額料金を払っているほとんどのユ

ーザは、ごく一部の超ヘビーユーザが使っているネットワークコストを負担している、つまり払い過ぎていると
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いうことになります。 
 
モバイル・ネットワークは、2Gから3G、さらにLTEへと進化しつつあり、モバイル端末も携帯電話からスマ

ートフォンへ移行しつつあります。これに伴い、モバイル・トラフィック量は急激に増大を続けており、2015
年までには 2010 年の 26 倍に増大するとの調査結果も出ています。つまりこのことは、超ヘビーユーザと一般

ユーザとのアンフェアな費用負担を、更に劇的に助長させてしまいます。このような幾何級数的なトラフィック

の増大という課題は、既にモバイル・データネットワークが社会インフラになっている今日、単にモバイル業界

内の課題ではなく、より広い社会の課題となっています。 
 
日本通信は、この状況を踏まえ、フェアな料金とはどのようなものか、それを正面から取り組み、開発したのが

b-mobile Fairなのです。文字通り、Fairな通信サービスの誕生です。 
 
４月１日より、SIM ロック解除時代がいよいよ始まりました。端末は端末としてのフェアな競争、通信サービ

スはサービスとしてフェアな競争が始まります。日本通信は、通信サービスの事業者として、SIM ロック解除

のタイミングに合わせ、日本通信の自信作、b-mobile Fairをご提案いたします。 
 
モバイル・ネットワーク及びソーシャル・ネットワーク・サービス（SNS）の重要性が改めて認識される中、

モバイル・ネットワークをみんなが公平に活用していく時代を築かなければなりません。携帯事業者の大手数社

は、上述のとおりのアンフェアな料金体系を放置したまま、加入者獲得競争に明け暮れています。しかし、SIM
ロック解除により、ユーザは、自分が求める、自分が一番良いと考えるSIM を選択することが可能になってい

きます。日本通信は、ユーザ一人一人が、応分負担の考え方に基づき、モバイル・ネットワークをフェアに活用

する、そんな時代作りのために一石を投じます。 
 
b-mobile Fairの発表に際し、日本通信の代表取締役社長三田聖二は次のように語っています。 
「日本通信は、通信サービス SIM 事業者のリーダーとして、SIM ロック解除時代の SIM 市場を積極果敢に開

拓していきます。b-mobileSIM U300 で SIM 市場を生んだ日本通信が、SIM ロック解除に合わせて放つのが

b-mobile Fair。モバイル・ネットワークをフェアに活用する社会的な、ソーシャル・モバイル・ネットワーク

時代の始まりです。」 
 

 
 

以 上 
 
 
※表示の速度は、ベストエフォート方式によるものです。通信環境や混雑状況により通信速度が変化する可能性があります。

また、技術規格上の最大通信速度であり、実際の通信速度を示すものではありません。 
※製品の仕様および価格等は予告なく変更になる場合があります。製品に関する詳細は、 
http://www.bmobile.ne.jp/ をご参照ください。 
 
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
b-mobile Fairの料金に関するご参考： 
 
例えばNTTドコモの場合、スマートフォン向け定額料金は6,300円（データ通信定額5,985円にプロバイダ料

金315円を足した金額）です。b-mobile Fairで6,300円あると、754MB使うことができるので、単純に考え

ても、月 7々54MBを超えないユーザにとっては、b-mobile Fairの方がお得になります。しかも、b-mobile Fair
は、使い方に一切の制約がありません。動画やラジオ、VoIP他、NTTドコモの定額料金では制限がかかってい

るものを含めて全てご利用いただけます。 
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b-mobile Fair は、スマートフォンやタブレットをモバイルWiFi ルータとして使うテザリングにも対応してい

るので、IDEOSやLight Tabにb-mobile Fairを組み合わせれば、持ち歩きできる高速モバイルWiFiルータ

としても活躍します。 
 
NTT ドコモの SIM の場合、テザリング対応機種では定額料金として 10,710 円（データ通信定額 10,395 円に

プロバイダ料金315円を足した金額）ですので、一月あたり1.28GBを使わない限り、b-mobile Fairがお得で

す。 
 
 
 
 
 
 
■日本通信株式会社 会社概要 
社名： 日本通信株式会社（ＪＡＳＤＡＱ・コード9424） 
代表者： 三田 聖二（代表取締役社長） 
設立： 1996年5月24日 
事業内容： ●MVNOのパイオニアとして、MVNEおよびMVNO事業を展開 

●インフィニティケアの名称で法人向けデータ通信サービスをEnd to Endで提供 
●ｂモバイルの名称でインターネット接続商品を提供 
●通信電池のコンセプトで機器組み込み型通信サービスを提供 
●MVNO向けに、モバイル・ネットワーク、技術、ノウハウ等を提供 

 
＊インフィニティケア、ｂモバイル及び通信電池は日本通信株式会社の登録商標です。＊文中の社名、商品名は、各社の商標

または登録商標です。＊記載されている内容は、発表日時点の情報です。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


